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Abstract
This study aims to develop the curriculum and teaching methods in the Kyushu Kyoritsu University 
Faculty of Economics. In this paper, we report the results of a survey conducted for high school teachers 
to enhance pre-enrollment education for smoother transition from high school to university.
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県内 / 県外 設置学科 対応者
1 A校 県内 普通科・総合学科 進路指導担当
2 B 校 県内 普通科・総合学科 進路指導担当
3 C校 県内 専門高校 3学年主任
4 D校 県内 専門高校 進路指導担当
5 E 校 県内 総合学科 進路指導担当
6 F 校 県内 普通科 進路指導担当
7 G校 県内 総合学科 進路指導担当
8 H校 県内 普通科 進路指導担当
9 I 校 県外 普通科 進路指導担当
10 J 校 県外 専門学科・総合学科 進路指導担当
11 K 校 県外 総合学科 進路指導担当
12 L 校 県外 普通科 進路指導担当
13 M校 県外 普通科 進路指導担当
14 N 校 県外 普通科・専門学科 進路指導担当
15 O 校 県外 普通科 進路指導担当
16 P 校 県外 普通科・専門学科 進路指導担当
17 Q 校 県外 普通科 3学年担任
18 R 校 県外 普通科 進路指導担当
19 S 校 県外 普通科 進路指導担当
20 T 校 県外 普通科 進路指導担当
21 U 校 県外 普通科 進路指導担当
22 V 校 県外 普通科 進路指導担当
23 W校 県外 普通科 進路指導担当



















































































































































































































































訂 の ポ イ ン ト 」 よ りhttp://www.mext.go.jp/
component/a_menu/education/micro_detail/__
icsFiles/afieldfile/2019/02/19/1384661_002.pdf
（最終検索日　2019年7月21日）
３）本学においては学長政策経費として，①電子黒板
等ＩＣＴを活用した先進的な学習により教育の質
向上を図ることが可能な研究，②アクティブラー
ニング（ディスカッションやグループワークを中
心とした双方向型で学生の主体的，能動的な学び
の授業）を用いた教授法・学習法を開発する研究，
③複数教員が担当する同一授業科目の教授方法，
成績評価基準等の平準化や，資格免許取得関連科
目の体系化・組織化に関する研究，④達成すべき
学修成果に整合した教育活動に関する研究，⑤そ
の他，学士課程教育の質的転換を図った研究の５
分野の実践研究を奨励している．
４）ただし，附属高校である自由ヶ丘高等学校とは高
大接続委員会等を通じて意見交換，共同研修など
の機会がある．
５）特別研究が採択されて以降は定期的にメンバーで
研究会を実施し，研究目的の確認，情報の共有，
質問項目の設定等を行っている．
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